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██業績動向

2020 年 3 月期第 2 四半期は増収及び大幅増益。 
医薬品事業は堅調、 
感染管理事業はマーケティング施策の勢い継続し業績向上

大幸薬品 <4574> は、「正露丸」「セイロガン糖衣A」を中心とする医薬品事業と、ウイルス除去・除菌・消臭製品「ク

レベリン」シリーズを中心とした感染管理事業を展開している。
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出所：決算短信よりフィスコ作成

2020 年 3 月期第 2四半期は、売上高が 4,385 百万円（前年同期比 14.6% 増）、営業利益が 980 百万円（同

52.3% 増）、経常利益が 882 百万円（同 46.2% 増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が 641 百万円（同

43.2%増）と売上高、各利益ともに前年同期を大幅に上回った。

売上高に関しては、医薬品事業が堅調、感染管理事業は大幅に伸ばした。国内医薬品事業の売上高は 2,168 百

万円（前年同期比 5.9% 増）。特に主力のセイロガン糖衣Aが成長をけん引した。海外医薬品事業の売上高は

537 百万円（同 18.5%増）。香港向け中心に増加し、全体としておおむね計画どおりの進捗である。感染管理事

業の売上高は、1,675 百万円（同 27.3%増）と大幅増。2018 年にクレベリン製品のデザインリニューアル、店

頭強化、新 TVCMなど一貫したマーケティング施策で成功を収め、その勢いが継続している。一般用製品の好

調に連動して業務用製品もオフィス用通販向けを中心に順調である。海外向けの感染管理製品も台湾市場向けを

中心に増加した。

https://www.seirogan.co.jp/ir/
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業績動向

売上総利益は増収影響により増加。販管費に関しては、医薬品事業で広告宣伝（TVCM放映等）を強化し、感

染管理事業で販売促進費及び欠品回避のための在庫費用（保管料）を増加させた。金額ベースで増やしたが、増

収効果等により販管費率は低下した。結果として、営業利益は前年同期比 52.3%増と大幅な増益となった。セ

グメント利益では医薬品事業が前年同期並み、感染管理事業が大幅に収益を改善した。

2020 年 3 月期第 2 四半期連結サマリー

（単位：百万円）

19/3 期 2Q 20/3 期 2Q
変化要因

金額 売上比 金額 売上比
前年
同期比

売上高 3,825 100.0% 4,385 100.0% 14.6%

国内医薬品事業は、セイロガン糖衣Aを中心に堅調
海外医薬品事業は、香港市場向けを中心に前年同期を上
回る
感染管理事業は、国内一般用、国内業務用ともに前年同
期を上回って推移。海外も台湾市場向け中心に増加

内）国内医薬品事業 2,046 - 2,168 - 5.9%

内）海外医薬品事業 453 - 537 - 18.5%

内）感染管理事業 1,315 - 1,675 - 27.3%

売上総利益 2,638 69.0% 3,112 71.0% 18.0% 増収影響等により総利益額増加

販管費 1,993 52.1% 2,131 48.6% 6.9%
マーケティング強化に伴い販売費が増加。増収効果等に
より販管費率は低下。

営業利益 644 16.8% 980 22.4% 52.3% すべての事業が増収。販管費増を吸収して増益

経常利益 603 15.8% 882 20.1% 46.2% 為替差益 32百万円減少

親会社株主に帰属する
四半期純利益

448 11.7% 641 14.6% 43.2%

出所：決算短信、決算説明会資料よりフィスコ作成

██今後の見通し

2020 年 3 月期通期は、3 年連続増収増益を予想。 
医薬品事業は進捗順調。 
感染管理事業はインフル流行入り早く足元好調

2020 年 3 月期通期の業績予想は、売上高で前期比 8.1% 増の 11,260 百万円、営業利益で同 8.4% 増の 2,200

百万円、経常利益で同 3.4%増の 1,950 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で同 0.3%増の 1,420 百万円

と堅調な増収増益を予想。上期業績が好調だったが、期初予想を据え置いた。

https://www.seirogan.co.jp/ir/
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今後の見通し

医薬品事業の売上高は前期から安定成長を予想する（前期比 2.7%増）。上期を終わった段階の通期売上計画に

対する進捗率は 47.5%（前年同期は 45.1%）であり、順調である。国内医薬品事業では、マーケティング施策

を強化し、正露丸商品群全体としての新しいメッセージ「全下痢対応」の更なる浸透を図るため、積極的な広告

宣伝を行う。「全下痢対応」の意味としては、「ウイルス・菌」による下痢のときは「正常な腸の働きを止める」

下痢止めは飲んではならないとされるが、同社の正露丸は一般的な下痢止めと異なり、「正常な腸の動きを止め

ない」ため、「ウイルス・菌」による下痢でも飲むことができる、というもの。海外医薬品事業は、2020 年 3

月期も中国・台湾を中心に成長を予想。第 3四半期には中国向けの出荷が予定されている。

感染管理事業は、例年並みの季節性インフルエンザの流行を前提にしつつも、感染管理市場の継続的な成長を背

景として既存製品の販売増加及び新製品の販売開始の効果を加味し 2ケタ成長を見込む（前期比 14.4%増）。上

期を終わった段階の通期売上計画に対する進捗率は 30.1%（前年同期は 27.1%）であり、本格シーズンの前で

はあるが順調に推移する。クレベリンの売上高を左右するのが、インフルエンザの流行の度合いやその報道の多

寡である。今期は、45週（11月 4日からの週）から流行シーズン入りが発表され、昨年の 49週よりも 4週早

かった。足元の店頭販売も好調である（11月末時点）。例年ピークとなる 1月下旬から 2月上旬にかけて、流

行がどう推移するかが注目される。今期はクレベ&アンドのブランドでの日常除菌製品分野の新商品 3アイテ

ムが発売され、2019 年 9月には出荷がスタート。海外に関しては、台湾市場及び中国市場でのチャネルが確定

し伸びが期待できる。

2020 年 3月期もブランド強化などのマーケティング施策等のために販売費及び一般管理費を 588 百万円増や

すが、増収効果及び返品の減少による売上総利益率向上で吸収し増益を見込む。

業績の推移

（単位：百万円）

売上高 前期比 営業利益 前期比 経常利益 前期比 純利益 前期比 EPS（円） 配当（円）

12/3 期 6,683 44.7% 515 - 558 - 482 - 37.23 15.00

13/3 期 7,443 11.4% 1,120 117.7% 1,211 116.8% 1,037 115.2% 81.31 15.00

14/3 期 9,947 33.6% 2,590 131.1% 2,683 121.5% 1,747 68.4% 135.94 25.00

15/3 期 8,978 -9.7% 2,559 -1.2% 2,776 3.5% 1,770 1.3% 138.93 25.00

16/3 期 8,327 -7.3% 1,347 -47.3% 1,307 -52.9% 840 -52.6% 65.23 15.00

17/3 期 8,294 -0.4% 1,545 14.7% 1,407 7.7% 1,049 24.9% 76.45 20.00

18/3 期 9,459 14.0% 1,857 20.2% 1,567 11.4% 1,094 4.3% 77.38 25.00

19/3 期 10,418 10.1% 2,029 9.3% 1,885 20.2% 1,415 29.3% 98.99 35.00

20/3 期（予） 11,260 8.1% 2,200 8.4% 1,950 3.4% 1,420 0.3% 99.00 30.00

出所：決算短信よりフィスコ作成
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██トピックス

独自のマーケティングにより「クレベリン」のラインナップ充実。 
日常除菌の新ブランド「クレベ & アンド」3 製品販売始まる

1. 独自のマーケティングにより「クレベリン」のラインナップがさらに充実

近年の「クレベリン」ブランドの成長の要因としてマーケティング戦略がある。世界的デザイナーである佐藤オ

オキ氏が率いる nendo と複数年の包括的パートナー契約を結び、マーケティング手法も刷新した。消費者向け

のクレベリン製品では、ターゲットを「妊産婦」、「受験生＋親」などに設定し、使用シーンも明確にし、様々な

タイプの製品ラインナップを展開する方針である。2019 年 9月に販売開始されたクレベリン製品群の 1つであ

る「フックタイプ」は、赤ちゃんの衛生対策として使いやすいようにベビーベッドに掛けて使用できる形状になっ

ている。また、「ペンタイプ」では従来の白色に加えて黒色、ミッキーマウスやプーさんのイラストが描かれた

専用カバー付きの商品などが加わった。赤いダルマのデザインが特徴的な「置き型専用ケース　ダルマデザイン」

は受験生を応援する。「使用者」と「シーン」を明確にするマーケティングにより、クレベリン製品がより身近に、

より楽しいものになることを目指している。

クレベリンのラインナップ拡充

出所：決算説明資料より掲載

https://www.seirogan.co.jp/ir/
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トピックス

2. 日常除菌の新ブランド「クレベ & アンド」製品の販売始まる

同社は、二酸化塩素製品「クレベリン」から派生させた日常除菌製品の新ブランド「クレベ&アンド（クレベ

アンド）」を立ち上げ、第一弾としてハンドジェル、ハンドスプレー、キッチン用スプレーを 2019 年 9月に発

売した。クレベ&アンドというブランド名には1)クレベリンの派生ブランドであること、2)除菌による安堵（ア

ンド）、3) クレベリン（二酸化塩素製品）と一緒に使ってほしい、という意味が込められている。空間のみなら

ず、手指やキッチンなどの除菌を行う総合的な除菌製品をラインナップすることで、ワンストップショッピング

による消費者の利便性向上を目指す。同社にとっては、季節性の高いクレベリン製品に、通年で需要のあるクレ

ベ&アンドで平準化を図りたい考えだ。小売店向けには、既にクレベリン及びクレベ&アンド統一での専用棚

が多数採用されており、出荷も順調に推移している。初期出荷の一部ではあるが、売上高 140 百万円（2020 年

3月期第 2四半期）が計上された。今後、広告宣伝にも力を入れる予定であり、新ブランドが消費者に受容され

るかが今後のカギとなる。

クレベ & アンドの新製品

出所：決算説明資料より掲載

██株主還元

2020 年 3 月期の配当は年 30 円予想。 
感染管理事業が伸びれば特別配当に期待

1. 配当

同社は、堅実な成長性を維持する事業展開と安定的な経営体力維持のために必要な内部留保を確保しつつ、安定

した配当を維持していくことを基本方針とし、連結業績も反映した配当政策としている。過去 3年間（2017 年

3月期−2019年3月期）は3年連続の増配となった。配当性向も4年前（2016年3月期）の23.0%から直近（2019

年 3月期）の 35.4% まで右肩上がりだ。2020 年 3月期の配当金は年 30円（上期 10円実施済、下期 20円）、

配当性向は 30.3%を予想する。2020 年 3月期からは普通配当を 25円から 30円に増加。これまでどおり感染

管理事業が大きく伸びて着地した場合には特別配当も期待できる。

https://www.seirogan.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2019 年 12 月27日（金）大幸薬品
4574 東証 1 部 https://www.seirogan.co.jp/ir/

06 06

06

株主還元
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出所：決算短信よりフィスコ作成

2. 自己株式の買付状況

同社は 2019 年 5月 14日、自己株式の取得を発表し、実施してきた。上限は 430,000 株（発行済株式総数（自

己株式を除く）に対する割合 3.0%）及び 820 百万円。取得期間は 2019 年 5月 15 日− 2019 年 10 月 31 日。

結果として 10月 31日までの累積では、256,600 株、539 百万円が取得され、上限値に対する進捗率は株数ベー

スで 59.7%、金額ベースで 65.8%となった。同社は近年増配及び配当性向の向上を行っており、自己株式の取

得を追加することで、さらに株主還元が強化されることになる。

https://www.seirogan.co.jp/ir/
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